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(2) 

平
成

8
年
第

固
定
例
会

岡垣町議会だより

平
成
8
年
第
一
固
定
例
会
は
、

3
月
6
日
か
ら
お
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
は
、
平
成
8
年
度

の
一
般
会
計
予
算
な
ど
二
十
六

議
案
の
提
出
と
一
件
の
報
告
が

あ
り
、
議
員
か
ら
は
、
地
方
分

権
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
な

ど
三
議
案
が
提
案
さ
れ
、
可
決

二
十
八
件
、
同
意
一
件
と
い
う

結
果
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い

て

(

同

意

)

平成8年 5月10日

松
丸
委
員
さ
ん
の
辞
任
に
よ

り
、
新
た
に
東
松
原
区
の
末
永

幸
子
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
叩
年
ロ
月
ま
で
、
教
育

行
政
の
向
上
を
目
指
し
て
努
力

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
賛
成
多
数
可
決
)

町
の
附
属
機
関
で
あ
る
「
構

造
政
策
推
進
会
議
」
の
名
称
を
、

「
農
業
構
造
政
策
推
進
会
議
」

と
改
め
、
担
任
す
る
事
務
の
改

正
が
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

(
可
決
)

一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
と
も
な
い
、
休
日
の
代
休
制

度
及
び
介
護
休
暇
制
度
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

(
可
決
)

週
休
日
の
振
替
制
度
に
新
た

に
時
間
外
勤
務
手
当
が
支
給
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

(
可
決
)

一
般
職
の
職
員
の
給
与
と
、

学
校
給
食
調
理
員
な
ど
現
業
職

に
雇
用
さ
れ
る
職
員
と
の
給
与

較
差
の
調
整
が
さ
れ
ま
し
た
。

水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の

種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(可
決
)

園
、
県
の
指
導
に
よ
り
、
ロ

月
白
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
の

聞
に
勤
務
す
る
浄
水
場
の
職
員

に
支
給
し
て
い
る
特
別
勤
務
手

当
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

町
営
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

(
賛
成
多
数
可
決
)

駐
車
料
金
が
6
月
1
日
か
ら

一
回
に
つ
き
百
五
十
円
が
二
百

hh』 世

毎日通勤者等の利用で150台がいっぱいになる町営駐車場

岡
垣
パ
ー
キ
ン
グ
休
憩
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
聞
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

(
可
決
)

道
路
利
用
者
に
休
憩
及
び
町

の
観
光
情
報
等
を
提
供
す
る
施

設
と
し
て
、
岡
垣
バ
イ
パ
ス
沿

い
に

「
岡
垣
パ
ー
キ
ン
グ
休
憩

施
設
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
に
伴
う
管
理
運
営
等
の
条

例
の
制
定
で
す
。

都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

(
可
決
)

岡
垣
サ
ン
リ

1
ア
イ
の
近
く

に
、
新
た
に
「
け
や
き
公
園
」

が
設
置
さ
れ
た
の
で
、
都
市
公

園
条
例
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

観光や特産物の案内施設として期待され建設が進む岡垣パーキング施設

(
可
決
)

平
成
8
年
度
よ
り
、
新
規
に

農
業
集
落
排
水
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
伴
う
特
別
会
計
の
設

置
と
、

一
部
条
文
の
整
理
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

(
可
決
)

平
成
8
年
4
月
1
日
か
ら
国

保
税
の
納
期
が
、
五
期
か
ら
十

期
に
改
め
ら
れ
納
付
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
7
号
)

(
可
決
)



平成8年 5月10日

(
可
決
)

8
月
診
療
分
よ
り
入
院
に
よ

る
高
額
な
医
療
費
を
受
け
ら
れ

る
方
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億

三
千
五
十
二
万
四
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
は
二
十
九
億
五

千
一
百
四
十
一
万
五
千
円
と
な

平
成
7
年
度
の
最
終
段
階
の

補
正
で
す
。

今
回
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

二
千
六
百
二
十
六
万
千
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
は
八
十
二
億

七
千
二
百
六
十
九
万
二
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

岡垣町議会だより

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
(
第
2
号
)
(
可
決
)

入
院
に
よ
る
高
額
な
医
療
費

を
受
け
ら
れ
る
方
が
少
な
く
な
っ

た
た
め
、
療
養
給
付
費
及
び
高

額
療
養
費
の
伸
び
が
当
初
見
込

み
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

九
千
五
百
八
十
三
万
五
千
円
の

減
額
と
な
り
、
予
算
総
額
は
十

九
億
五
千
二
百
三
十
六
万
四
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
(
第
3
号
)

(3) 

り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

(第
2
号
)

(
可
決
)

使
用
料
の
減
収
な
ど
で
収
益

的
収
入
を
一
千
五
百
九
万
六
千

円
減
額
、
配
水
管
漏
水
修
理
費

の
減
額
な
ど
で
収
益
的
支
出
を

七
百
二
十
万
八
千
円
減
額
、
資

本
的
収
入
は
三
百
一
万
五
千
円

が
減
額
、
資
本
的
支
出
は
六
千

四
百
七
十
四
万
円
が
減
額
さ
れ

ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

八口同毎すで
。

地

す

水

ま

配
い
の
て

道

し

水

水
町

配

る
に

あ

庭
に

家

台

各

高

を
の
道

地

水
団
上

ム
ロ
の

津
ン
老

ト

海

千

(
賛
成
多
数
可
決
)

平
成
8
年
度
の
町
の
事
業
全

体
を
表
し
た
も
の
で
す
。
穏
や

。

か
な
景
気
回
復
基
調
に
あ
る
も

の
の
足
踏
み
状
態
で
あ
り
、
税

収
の
伸
び
悩
み
な
ど
の
財
政
事

情
の
中
で
、
前
年
度
を
五
パ
ー

セ
ン
ト
上
回
る
八
十
三
億
一
千

九
百
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
た
保
健
福
祉

活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
「
お

か
が
き
福
祉
の
里
」
建
設
を
は

じ
め
と
し
て
、
総
合
体
育
館
の

基
本
設
計
、
生
活
道
路
の
整
備
、

自
転
車
道
路
の
整
備
、
小
学
校

の
大
規
模
改
造
工
事
、
合
併
浄

化
槽
の
設
置
補
助
並
び
に
、
高

度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
地

域
情
報
化
推
進
計
画
の
策
定
、

観
光
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方

向
を
定
め
た
基
本
構
想
の
策
定
、

ひ
と
づ
く
り
講
座
の
開
設
な
ど

が
計
画
さ
れ
、
【
か
け
が
え
の

な
い
ふ
る
さ
と
に
な
る
ま
ち
づ

く
り
】
を
進
め
る
た
め
の
事
業

に
重
点
が
置
か
れ
た
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

(
可
決
)

平
成
8
年
度
の
国
民
健
康
保

険
事
業
全
体
を
表
し
た
も
の
で

す。
前
年
度
を
一
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
上
回
る
二
十
億
八
千
三
百
七

十
四
万
二
千
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
保
険
給
付
費
は
保
険

活
動
な
ど
に
よ
り
低
く
抑
え
ら

れ
る
見
込
み
で
す
。

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
予
算

(
可
決
)

平
成
8
年
度
の
老
人
保
健
事

業
全
体
を
表
し
た
も
の
で
す
。

新
規
に
老
人
保
健
受
給
者
に

な
ら
れ
る
方
が
四
百
人
ほ
ど
見

込
ま
れ
ま
す
の
で
、
前
年
度
を

十
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
上
回
る

三
十
一
億
八
千
六
十
二
万
一
千

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
予
算

町内めぐりサイクリングコースとして整備が進む自転車道(吉木什王堂付近)

(
可
決
)

平
成
8
年
度
の
住
宅
新
築
資

金
貸
付
見
込
み
は
今
の
と
こ
ろ

無
く
、
回
収
金
と
公
債
費
の
償

還
金
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

予
算
は
、
四
百
六
十
一
万
九

千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算

(
可
決
)

平
成
8
年
度
の
公
共
下
水
道

事
業
は
、
十
二
億
七
千
二
百
十

三
万
円
が
計
上
さ
れ
、
吉
木
第

六
汚
染
幹
線
、
野
間
一
区
、
三

区
及
び
吉
木
区
の
一
部
の
面
整

備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。



(4) 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算

岡垣町議会だより

(
可
決
)

岡
垣
西
部
地
域
の
農
村
集
落

で
混
住
化
が
進
み
、
生
活
雑
排

水
な
ど
の
影
響
で
農
業
用
水
が

汚
濁
し
農
作
物
に
被
害
が
及
ん

で
い
ま
す
。
早
急
な
下
水
処
理

対
策
が
必
要
と
な
り
、
平
成
8

年
度
に
農
業
集
落
排
水
事
業
の

採
択
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ

れ
に
伴
う
予
算
編
成
を
す
る
も

の
で
す
。

本
年
度
は
、
実
施
設
計
費
な

ど
で
八
千
二
百
四
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
予
算

(
可
決
)

平
成
8
年
度
の
水
道
事
業
全

体
を
表
し
た
も
の
で
す
。

給
水
戸
数
九
千
三
百
戸
、
日

量
七
千
三
百
ト
ン
の
給
水
を
行

う
予
定
で
す
。

収
益
的
収
入
は
四
億
四
千
七

百
三
十
五
万
三
千
円
、
支
出
は

四
億
三
千
一
百
三
十
五
万
一
千

円。

平成8年 5月10日

資
本
的
収
入
及
び
支
出
は
、

新
規
事
業
と
し
て
配
水
池
の
設

計
委
託
費
、
水
源
開
発
費
な
ど

で
、
収
入
は
一
億
六
百
七
十
万

円
、
支
出
は
二
億
四
千
三
十
九

万
九
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す。土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い

て

(
可
決
)

戸
切
の
下
持
田
下
た
め
池
が

老
朽
化
し
非
常
に
危
険
状
態
に

あ
る
た
め
、
施
設
全
体
の
改
修

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

旧
慣
に
よ
る
公
有
財
産
の
用
途

廃
止
に
つ
い
て

(
可
決
)

銭
高
組
(
株
)
の
宅
地
造
成

工
事
に
よ
る
二
又
た
め
池
の
付

け
替
え
の
た
め
、
た
め
池
が
一

部
用
途
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

財
産
(
土
地
)
の
処
分
に
つ
い

て

(
可
決
)

宅
地
造
成
工
事
に
よ
る
た
め

池
の
付
け
替
え
に
伴
い
、
公
用

を
廃
止
し
た
二
又
た
め
池
用
地

の
一
部
が
売
り
払
わ
れ
ま
す
。

道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ

い
て

(
可
決
)

平
成
7
年
度
で
二
十
二
路
線

を
町
道
認
定
し
、
十
一
路
線
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

(
都
市
計
画
公
園
、
け
や
き
公

園
整
備
工
事
情
負
契
約
の
変
更
)

(
報
告
)

け
や
き
公
園
内
の
修
景
施
設

が
、
更
に
充
実
し
た
も
の
に
整

備
さ
れ
ま
す
。

N
T
T
の
在
り
方
に
関
す
る
意

見
書

(
可
決
)

国
民
・
利
用
者
に
と
っ
て
必

要
な
電
気
通
信
の
維
持
・
発
展

は
、
公
的
な
一
元
管
理
・
運
営

に
よ
っ
て
の
み
実
現
す
る
も
で

あ
り
、
そ
の
基
本
的
立
場
か
ら

N
T
T
の
経
営
形
態
の
在
り
方

と
し
て
分
離
・
分
割
に
反
対
す

地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書

(
可
決
)

地
方
分
権
推
進
計
画
の
具
体

的
な
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見

を
集
約
し
た
地
方
六
団
体
の
意

見
書
と
推
進
委
員
会
の
勧
告
を

最
大
限
に
尊
重
し
、
地
方
分
権

推
進
計
画
等
の
具
体
的
措
置
の

実
現
を
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
じ

た。

る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

国
民
の
願
い
に
応
え
る
公
的
介

護
保
障
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

介
種
保
険
構
想
の
再
検
酎
を
求

め
る
意
見
書

近隣住民の憩いの場として完成したサンリーアイ横の{けやき公園)

(
可
決
)

公
的
介
護
保
障
・
高
齢
者
福

祉
を
充
実
し
、
国
庫
負
担
に
よ

る
介
護
手
当
制
度
の
創
設
な
ど

を
強
く
要
望
す
る
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

情
鳳
・
陳
情

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請

願
は
一
件
、
陳
情
は
二
件
、
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
二

件
、
陳
情
一
件
を
合
わ
せ
て
合

計
六
件
の
審
議
を
行
い
、
請
願

は
採
択
一
件
、
継
続
審
査
二
件

で
あ
り
、
陳
情
は
採
択
二
件
、

継
続
審
査
一
件
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

採
択
と
な
っ
た
請
願
や
陳
情

に
伴
う
意
見
書
は
、
す
べ
て
可

決
さ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は

じ
め
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し

た。介
護
保
険
構
想
を
白
紙
に
戻
し
、

国
民
の
願
に
応
え
る
公
的
介
護

保
障
の
充
実
を
求
め
る
輔
願
書

(
採
択
)

願のな W
採ど T
択政 O
送府協
付開定
を係の
お省改
願斤定
いにを
す意求
る見め
請書る

(
継
続
審
査
)

三
里
松
原
と
海
岸
線
の
保
全
・

保
護
を
求
め
る
請
願
書

(
継
続
審
査
)

「
お
か
が
き
福
祉
の
里
」
周
辺

環
境
整
備
に
閲
す
る
陳
情
書

(
採
択
)

N
T
T
の
分
離
・
分
割
に
反
対

し
公
共
性
を
求
め
る
陳
情
書

(
採
択
)

山
田
峠
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
場
用
地

取
得
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

(
継
続
審
査
)

臨

時

会

平
成
8
年
第
一
回
臨
時
会
が

1
月
口
日
か
ら
四
日
ま
で

2
日

間
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
職
員



平成8年 5月10日

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
(
第
1
号
)
ハ
可
決
)

人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費

の
給
与
条
例
改
正
な
ど
七
議
案

の
提
出
が
あ
り
、
す
べ
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
聞
す

る
条
例
の
一
一
部
を
改
正
す
る
条

例

(
可
決
)

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職

員
の
給
与
の
種
類
友
ぴ
基
準
に

閲
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

岡垣町議会だより

(
可
決
)

二
件
と
も
職
員
の
給
与
の
改

定
で
、

国
の
人
事
院
勧
告
に
準

じ
一

・
O
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
B
号
)

(
可
決
)

給
与
改
定
な
ど
の
歳
出
増
で

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
八
百

八
万
四
千
円
の
増
額
と
な
り
、

予
算
総
額
は
八
十
二
億
九
千
八

百
九
十
五
万
二
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

(5) 

の
増
額
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に

五
十
三
万
二
千
円
の
増
額
と
な

り
、
予
算
総
額
は
二
十
億
四
千

八
百
十
九
万
九
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
(
第
2
号
)

(
可
決
)

歳
入
歳
出
と
も
に
二
万
七
千

円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
(
第
3
号
)

(
可
決
)

消
費
税
額
の
確
定
な
ど
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
と
も
に
九
十
七

万
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
(
第

1
号
)

(
可
決
)

資
本
的
支
出
が
二
百
六
十
一

万
円
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
8
年
第
二
回
臨
時
会
は

2
月
H
日
に
開
催
さ
れ
、
町
長

か
ら
遠
賀

・
中
間
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
規
約
の
変
更
な
ど

三
議
案
の
提
出
が
あ
り
、
議
員

か
ら
は
、
住
専
処
理
に
税
金
を

使
う
こ
と
に
反
対
す
る
意
見
書

が
提
案
さ
れ
、
可
決
三
件
、
否

決
一
件
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

遺
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
官
'

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

(
可
決
)

平
成
8
年
4
月
1
日
か
ら
、

ご
み
に
関
す
る
事
務
に
中
間
市

を
加
え
、
共
同
処
理
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

(
可
決
)

ふ
れ
あ
い
館
新
築
工
事
情
負
契

約
に
つ
い
て

(
可
決
)

二
件
と
も
お
か
が
き
福
祉
の

里
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2

階
建
て
の
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
、
平
屋
建
て
の
ふ
れ
あ
い
館

が
建
設
さ
れ
ま
す
。

住
専
処
理
に
税
金
を
使
う
こ
と

に
反
対
す
る
意
見
書

(
賛
成
少
数
否
決
)

ど
う
い
う
状
況
下
で
も
国
民
の

血
税
を
使
わ
な
い
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
た
め
、
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

竹
内

和
男

職
員

町
の
大
型
工
事
等
巴
よ
る

財
政
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

昨
年
の
叩
月

i
u月
期

の
G
D
P
(国
内
総
生
産
)
が
、

前
期

(
7
月

1
9月
)
比

0
・

九
%
、
年
率
換
算
三

・
六
%
の

高
い
伸
び
が
あ
り
、
景
気
に
明

る
さ
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
産
業
空
洞
化
に
よ

る
構
造
変
化
等
が
あ
り
、
力
強

い
景
気
の
回
復
が
望
め
な
い
。

租
税
と
し
て
の
財
源
確
保
の

低
下
が
長
期
的
に
起
こ
り
う
る

状
況
で
あ
る
が
、
財
政
の
見
通

し
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。

質
問

一
般
財
源
の
大
き
怠
伸
び

は
期
待
出
来
怠
い
。

答
弁

今
後
の
五
年
間
に
、
福

祉
の
里
、
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
、
総
合
ふ
れ
あ
い
公

園
第
二
期
、
海
老
津
小

・
山
田

小
の
大
規
模
改
造
、
都
市
計
画

道
路
整
備
、
町
営
住
宅
の
建
て

替
え
な
ど
が
あ
る
一
方
、
低
成

長
に
よ
り
、
税
収
の
大
き
な
伸

び
は
期
待
で
き
ず
、
地
方
債
の

償
還
金
等
の
行
政
諸
経
費
が
増

加
し
て
お
り
、
事
業
の
調
整
と

徹
底
し
た
財
政
管
理
を
行
い
、

民
活
を
取
り
入
れ
、
税
収
増
に

努
力
し
た
い
。

金
利
ガ
低
い
舎
、
公
共
投

資
を
掴
や
し
て
は
ど
う
か
。

質
問

公
債
比
率
の
問
題
も
あ

る
が
低
金
利
の
今
こ
そ
、
町
民

が

一
年
で
も
早
く
と
願
っ
て
い

る
公
共
下
水
道
等
の
事
業
を
早

め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答
弁

前
向
き
に
、
財
政
状
況

を
見
な
が
ら
取
り
組
め
る
か
検

討
す
る
。

財政計画に基づき進められている下水道工事



(6) 

鰻
員

恵
子

岡垣町議会だより

答
弁
現
在
町
内
の
七
校
に
胎

い
て
家
庭
教
育
学
習
を
開
設
、

家
庭
教
育
講
演
会
は
幼
稚
園
も

含
め
全
校
で
行
っ
て
い
る
。

質
問
就
労
者
に
も
学
習
の
場

を
考
え
て
ほ
し
い
。

答
弁
職
場
や
時
間
帯
も
考
慮

し
、
学
習
の
機
会
が
増
え
る
よ

う
に
努
力
し
家
庭
教
育
の
振
興

に
努
め
た
い
。

質
問
男
女
共
生
社
会
に
向
け

て
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を

目
的
と
す
る
講
座
が
必
要
と
思

生
涯
教
育
の
現
状
を
問
う
。

質
問
生
涯
学
習
を
支
援
し
援

助
す
る
教
育
活
動
を
生
涯
教
育

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
岡
垣
町

の
生
涯
教
育
方
針
と
現
状
を
た

ず
ね
る
。

生
涯
学
習
の
原
点
は
家
庭

で
あ
り
、
地
獄
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

平成8年 5月10日

う
が
。

答
弁
女
性
学
習
の
講
座
の
中

で
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
小
学
校
の
入
学
時
に
幼

稚
園
児
と
保
育
園
児
と
の
聞
に
、

学
力
差
が
あ
る
と
聞
く
が
学
校

で
の
学
習
に
影
響
は
な
い
か
。

ま
た
、
就
学
以
前
に
園
側
と

十
分
連
携
が
取
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
幼
稚
園
と
保
育
園
は
、

保
育
内
容
が
全
く
異
な
る
の
で
、

入
学
の
前
後
に
基
本
的
な
こ
と

に
つ
い
て
は
、
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
い
る
。

入
学
当
時
は
幾
分
学
力
差
は

認
め
ら
れ
ま
す
が
、
一
学
期
中

に
は
ほ
と
ん
ど
解
消
す
る
。

子
供
達
の
学
習
に
対
す
る
興

味
、
感
心
度
か
ら
考
え
る
と
余

り
事
前
指
導
が
な
い
ほ
う
が
良

い
と
思
う
。

質
問
特
色
の
あ
る
学
校
づ
く

り
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。

答
弁
「
心
の
豊
か
さ
を
育
む

人
づ
く
り
」
を
念
頭
に
お
い
て
、

各
学
校
の
地
域
の
実
態
や
、
文

化
、
伝
統
を
生
か
し
他
校
と
異

な
る
学
校
運
営
を
目
指
す
。

集中力の養成など、基礎的な学習指導が行われている東部保育所

職
員

曽
宮

良
寿

高
齢
者
地
域
相
互

支
鑑
体
制
は

質
問
地
域
の
特
性
に
根
ざ
し

た
高
齢
者
福
祉
の
ツ
フ
ト
化
を

進
め
る
上
で
、
独
居
老
人
世
帯

・
高
齢
者
世
帯
を
支
援
す
る
地

域
団
体
・
組
織
等
を
育
て
、
行

政
と
し
て
応
援
指
導
す
る
仕
組

み
を
考
え
て
ゆ
く
べ
き
と
思
う

.刀必
要
不
可
欠
と
考
え

検
討
す
る
.

答
弁
行
政
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
協
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

住
民
組
織
に
よ
る
も
の
が
大
切

と
思
う
。

現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

を
通
じ
て
事
務
費
的
な
支
援
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
モ
デ
ル

事
業
等
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

道徳教育の時間に豊かな心を育てる体験学習が行われている戸切小学校

ふれあい祭-
公
教
育
の
中
で
福
祉
に

つ
い
て
の
掌
脅
は
。

そ
の
中
で
、
体
験
学
習
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
じ
て

「
豊
か
な
心
」
「
感
動
す
る
・

感
謝
す
る
・
思
い
や
り
助
け
合

い
」
の
心
を
育
て
て
行
き
た
い
。

戸
切
小
、
海
老
津
小
の
研
究

発
表
授
業
は
そ
の
考
え
に
添
っ

た
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
福
祉
振
興
基
金

等
の
予
算
を
充
て
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
進

め
て
行
き
た
い
。

質
問
今
の
岡
垣
っ
子
が
当
町

の
将
来
の
福
祉
を
担
っ
て
ゆ
く

わ
け
だ
が
、
現
在
の
町
教
育
行

政
の
中
で
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

形
で
さ
れ
て
い
る
の
か
。

豊
か
怠
脳
づ
く
り
を

基
本
巳
行
っ
て
い
る
。

答
弁
道
徳
教
育
の
時
聞
を
大

事
に
し
た
い
。



平成8年 5月10日

鶴
員

平

山

弘

町
営
住
宅
の
建
殴
軒
画
は

あ
る
の
か
.

岡垣町議会だより

賀
問
住
宅
は
人
間
ら
し
く
生

活
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
。

諸
条
件
の
中
で
公
営
住
宅
を

希
望
す
る
町
民
が
い
る
。

公
営
住
宅
を
供
給
す
る
の
は

憲
法
や
地
方
自
治
法
上
か
ら
、

国
や
地
方
自
治
体
の
責
務
で
あ

る
と
思
う
が
。

町
営
住
宅
の
増
般
を

考
え
て
い
る
。

答
弁

狭
小
で
老
朽
化
し
て
い

る
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
計
画

を
、
海
老
津
駅
近
辺
の
新
規
団

地
建
設
予
定
地
に
考
え
て
い
る
。

平
成
日
年
に
基
本
計
画
を
立

て
、
平
成
ロ

i
u年
に
一
期
工

事
二
十
四
戸
、
平
成

u
i
u年

に
二
期
工
事
二
十
四
戸
を
計
画

し
て
い
る
。

(7) 

要
介
聾
者
の
た
め
に
「
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
」
の
確
立
を
求
め
る
。

「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

の
取
組
み
を
償
討
す
る
。

答
弁

そ
の
た
め
に
「
要
介
護

者
の
情
報
収
集
と
住
民
相
互
の

支
援
機
関
制
度
」
の
設
置
と
、

「
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
提
供
と
、

情
報
交
換
に
よ
る
各
施
設
の
連

携
」
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

要
介
護
者
と
家
族
の
た
め
に

「
岡
垣
町
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調

整
チ
1
ム
」
が
、
十
分
機
能
を

果
た
す
よ
う
に
努
力
す
る
。

質
問

老
人
保
健
福
祉
計
画
が

策
定
さ
れ
二
年
を
経
過
し
、

「
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
建

設
が
進
ん
で
お
り
、
町
民
が
充

実
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
と

思
う
が
。

久
保
田
秀
昭
随
員

中
学
校
に
完
全
給
食
の

実
施
を
。

要介護老人をかかえる家族の相談が絶え間ない介護支援センター

質
問

「
育
ち
盛
り
の
子
供
た

ち
に
、
お
い
し
く
て
安
全
で
栄

養
価
の
あ
る
給
食
を
」
と
、
各

地
の
中
学
校
で
完
全
給
食
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

お
弁
当
は
ど
う
し
て
も
栄
養

が
片
寄
っ
て
し
ま
う
し
、
冬
は

暖
房
の
な
い
教
室
で
冷
た
い
弁

当
を
、
夏
場
は
腐
敗
の
心
配
が

あ
る
。心
身
と
も
に
育
ち
盛
り
の
中

学
生
に
と
っ
て
、
学
校
給
食
は

食
生
活
を
通
じ
て
日
常
の
マ
ナ
ー

や
社
交
性
を
学
び
、
栄
養
と
健

康
、
食
料
と
農
業
を
学
ぶ
良
い

機
会
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
い
じ
め
、
体
罰

が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

現
在
、
中
学
校
給
食
は
教
師
と

生
徒
聞
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

た
め
に
も
、
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
。

阪
神
大
震
災
で
は
、
学
校
調

理
室
を
使
つ
て
の
炊
き
出
し
が

被
災
者
に
掛
け
が
え
の
な
い
役

割
を
果
た
し
、
自
校
方
式
の
学

校
給
食
が
改
め
て
評
価
さ
れ
て

い
る
。中
学
校
に
町
直
営
自
校
方
式

で
の
完
全
給
食
実
施
を
求
め
る
。

強
い
要
望
が
あ
れ
ば

考
え
て
い
き
た
い
。

児童に栄養バランスの取れた給食を毎日作られている小学校給食の調理員

答
弁

保
護
者

・
生
徒
の
強
い

要
望
が
持
ち
上
が
れ
ば
大
き
な

政
治
的
課
題
と
し
て
、
今
後
位

置
づ
け
た
い
。

し
か
し
、
給
食
施
設
整
備
費
、

管
理
費
等
で
多
額
の
財
政
支
出

を
伴
う
の
で
、
長
期
的
な
財
政

事
情
の
見
通
し
を
十
分
勘
案
し

て
判
断
し
た
い
。

中
学
校
の
完
全
給
食
実
施
率

は
、
全
国
で
七
二

・
四
%
、
福

岡
で
五

0
・
一
%
で
あ
る
。

質
問
学
校
給
食
は
学
校
教
育

の
一
環
で
あ
り
、
「
学
校
給
食

及
び
衣
服
に
関
す
る
各
国
文
部

省
に
対
す
る
勧
告
第
三
十
三
号」

を
尊
重
す
べ
き
と
思
う
が
。

答

弁

前

向

き
に
考
え
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
う
。



(8) 

光
利

雌
員

細
)11 

岡垣町議会だより

質
問

本
年
度
完
成
す
る
福
祉

の
里
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

管
理

・
運
営
を
委
託
す
る
こ
と

社
会
福
誼
協
醸
会
、
サ
ン

リ

l
pイ
公
社
鴎
賓
の
甑

充
強
化
を
求
め
る
。

質
問

第
三
次
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
、
人

づ
く
り
推
進
計
画
と
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
サ
ン
リ

1
ア
イ
公

社
の
各
事
業
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
答
弁
を
求
め
る
。

答
弁

高
齢
化
対
策
や
社
会
福

祉
の
充
実
の
た
め
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
を
取
っ
て
い
る
。

サ
ン
リ

l
ア
イ
公
社
で
は
質

の
高
い
文
化
に
出
会
う
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
事
業

・
企
画

運
営
を
お
願
い
し
て
い
る
。

平成8年 5月10日

出
向
職
員
の
役
割
に

つ
い
て
定
ず
ね
る
。

に
な
っ
て
い
る
。

サ
ン
リ
1
ア
イ
は
開
館
し
て

三
年
が
経
過
し
て
い
る
。

両
施
設
は
、
住
民
福
祉
ま
た

文
化
の
拠
点
施
設
で
あ
る
と
同

時
に
、
人
づ
く
り
の
重
要
な
施

設
で
あ
る
。

行
政
か
ら
出
向
さ
せ
て
い
る

職
員
の
任
務
と
役
割
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

町
財
政
と
の
調
整
を

図
ら
せ
て
い
る
。

答
弁

サ
ン
リ

l
ア
イ
に
は
四

名
出
向
さ
せ
て
い
る
。

町
財
政
等
の
調
整
を
十
分
に

図
ら
せ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
一
名

出
向
し
て
い
る
が
、
平
成
8
年

度
は
係
長
職
を
一
名
出
向
さ
せ

る。社
協
サ
ン
リ

l
pイ
の
正

規
職
員
を
増
や
す
べ
き
だ

と
思
う
ガ

質
問

両
法
人
組
織
と
も
正
規

職
員
が
少
な
く
臨
時
職
員
が
多

い
。
こ
れ
で
は
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
。

答
弁

独
自
で
管
理
運
営
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
の
た
め
の
協

議
を
し
て
い
く
。

竹
井

信
正

随
員‘ 

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
シ
制
度

の
導
入
は
出
来
な
い
か
。

いろんなイベン 卜の企画に追われる岡垣サンリーアイの事務室

質
問

心
身
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
の
あ
る
高
齢
者
等
は
、
人
権

侵
害
や
不
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
等

を
受
け
て
い
る
。

自
ら
の
意
見
を
外
部
に
表
明

で
き
な
い
方
々
を
手
助
け
す
る

た
め
に
、
公
的

・
私
的
権
利
救

済
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
出
来
な

し
カ

制
度
の
調
査
を
行
う
。

答
弁

人
権
の
保
障

・
利
益
の

擁
護

・
救
援
活
動
を
行
う
制
度

だ
け
に
、
町
民
の
立
場
に
立
っ

て
十
分
な
調
査
を
行
い
た
い
。

質
問

行
政
の
相
談
窓
口
で
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
苦

情
処
理
機
関
は
な
い
の
か
。

答
弁

制
度
と
し
て
、
心
配
ご

と
・
在
宅
介
護

・
貸
付

・
人
権

行
政
相
談
等
が
あ
る
。

そ
の
他
の
福
祉
相
談
は
職
員

が
対
応
し
て
い
る
。

質
問

東
京
都
中
野
区
な
ど
は

す
で
に
制
度
を
取
り
入
れ
高
齢

者
に
暖
か
い
手
を
さ
し
の
べ
て

い
る
が
、
岡
垣
町
も
早
急
に
調

査
し
対
応
し
て
欲
し
い
。

保
管
し
て
い
る
。

質
問

文
化
財
は
、
岡
垣
町
文

化
財
保
護
条
例
や
、
国
の
文
化

財
保
護
企
画
特
別
委
員
会
等
で
、

良
好
な
環
境
で
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
本
格
的
な
保
護
保
存
施
設

を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

歴
史
資
料
館
の
整
備
を
。

質
問

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
、

保
存
の
現
状
を
た
ず
ね
る
。

答
弁

埋
蔵
文
化
財
の
保
存
は
、

中
央
公
民
館
に
古
文
書
と
陶
芸

所
横
の
プ
レ
ハ
ブ
に
民
具
、
役

場
裏
埋
蔵
分
室
に
考
古
資
料
を

最
大
の
努
力
を

し
て
い
き
疋
い
。

答
弁

埋
蔵
文
化
財
等
の
貴
重

さ
は
承
知
し
て
お
り
、
財
政
状

況
を
見
な
が
ら
最
大
の
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。

福祉の相談業務の一つである法律相談の様子



平成8年 5月10日

委
員
会
だ
よ
り

お
か
が
さ
福
祉
の
里
建
設

特
別
委
員
会

福
祉
の
里
オ
ー
プ
ン

(
H
g
年

4
月
)
に
向
け
て
建
設
着
工

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い

館
の
建
設
に
着
手
い
た
し
ま
し

た。
両
建
設
工
事
費
は
十
四
億
五

千
二
百
三
十
万
で
す
。

こ
の
施
設
が
完
成
し
ま
す
と
、

岡垣町議会だより

行
政
視
察
報
告

委
員
会
は
、
福
祉
の
里
の
運

営
内
容
の
充
実
に
よ
っ
て
行
政

目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
、

平
成
8
年
2
月
7
日
宮
崎
県
門

川
町
の
「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
、

8
日
は
鹿
児
島
県
隼
人
町
の

「
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
松
恵
苑
」

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

両
施
設
と
も
平
成
5
年
4
月

に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
先
進
地
で

す。
門
川
町
の
施
設
は
各
地
域
に

福
祉
推
進
委
員
(
三

O
O名
)

を
組
織
し
て
、
拠
点
施
設
と
行

(9) 

地
域
福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
す
事
に
な

り
ま
す
。
ま
た
人
と
人
の
ふ
れ

政

・
医
療
機
関

・
福

祉
施
設
の
福
祉
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
て
い
ま
す
。

隼
人
町
の
施
設
は

年
間
無
休
毎
日
二
食

の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で

全
国
的
に
有
名
で
す
。

両
町
の
施
設
と
も

社
会
福
祉
協
議
会
の

体
制
が
確
立
さ
れ
、

個
性
を
持
っ
た
運
営

が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た。

完成したゲートポール場(上)と

建設が進む福祉センターとふれあい館(下)
カ宝をあ
大育い
きみの
く、施
促支設
進えと
で合し
きいて
ま助豊
すけか
。合な

い心

駅
周
辺
再
開
発
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

行
政
視
察
報
告

去
る
1
月
担
日
か
ら
大
分
県

日
田
市
と
、
翌
日
は
宮
崎
県
新

富
町
を
視
察
し
た
。

日
田
市
は
木
工

・
林
業

・
観

光
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る。

隼人町の施設で遊びを通して機能訓練をしている様子

自
然
発
生
的
に
で
き
た
商
底

街

・
駅
前
広
場

・
街
路
は
、
狭

陸
で
無
計
画

・
無
秩
序
に
形
成

さ
れ
て
い
た
た
め
、
昭
和
必
年

に
都
市
計
画
の
一
環
と
し
て
駅

前
地
区
の
区
画
整
理
事
業
が
計

画
決
定
さ
れ
、
合
わ
せ
て
商
庖

衝
を
整
備
し
近
代
化
を
図
り
、

市
の
中
心
と
な
る
商
居
街
を
目

指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

日
田
市
の
顔
づ
く
り
事
業
と

し
て
、
官
公
庁
の
集
積
や
、
核

と
な
る
商
店
街
づ
く
り
が
発
想

の
前
提
と
し
て
、
昭
和
的
年
か

ら
中
央
商
庄
街
と
、
駅
前
商
店

街
が
順
次
整
備
さ
れ
た
。

駅
前
広
場

・
シ
ン
ボ
ル
道
路

の
拡
幅
(
お

m
)

・
グ
リ
ー
ン

モ
1
ル
化
(
木
陰
の
あ
る
遊
歩

道
)
、
買
い
物
公
園
的
ま
ち
づ

く
り
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
地
域

一
番
庖
の
出
庖
も
あ
り
売
上
も

延
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る。
新
富
町
は
、
基
地
の
ま
ち
、

野
菜
、
洋
蘭
づ
く
り
が
盛
ん
な

町
で
あ
り
、
基
地
と
町
の
共
存

共
栄
と
い
う
こ
と
で
取
組
ま
れ

て
い
る
。

旧
国
道
叩
号
線
に
張
り
付
い

て
い
た
商
庖
主
約
初
名
の
方
が

何
回
と
な
く
相
談
さ
れ
、
区
画

整
理
事
業
に
合
わ
せ
て
、
町
の

中
心
的
な
商
業
集
積
地
と
な
る

よ
う
意
見
書
が
出
さ
れ
た
。

昭
和
国
年
か
ら
事
業
に
取
り

組
ま
れ
、
防
衛
庁
官
舎
と
町
営

住
宅
の
あ
っ
た
一
角
に
商
庖
街

が
整
備
さ
れ
、
駐
車
場
は
商
庖

会
に
貸
与
し
て
い
る
。

整
備
さ
れ
た
「
る
ぴ
l
モ
ー

ル
虹
ケ
丘
商
庖
街
」
は
、
売
上

率
も
好
調
に
推
移
し
て
三
十
%

近
く
売
上
が
延
び
て
商
庖
街
近

代
化
事
業
の
効
果
は
上
が
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

今
回
の
視
察
で
感
じ
た
事
は
、

地
元
の
熱
意
と
行
政
が
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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:安に党とす玉。き設集関す「予た j つくわし
{ 、はが書。虫ず、置中係る制算 o ( てりか取
;景、考つ 色な審を審法己度に ( おにりり

) ほれ題る着件う 変知こ融す気 j
} しをと高、にに住む識と不が 1 
} い機な級又は社専ずにを安、国 1
i もにつ官そ、会やか乏考が特際{
} の大て僚の政をエししえ起に信 l
i で改いの原治揺イいいるこ処用 i
} す革ま天国家るズ問我とつ理等 i
} 。をす下とやが問題々、たをが 1
7 やがりな官す題でに情場誤あ l
; つ、がつ民大のすは報合りり;
てこ問て癒事よ。大やの金ま i

(10) 

議
会
ひ
ろ
ば

岡垣町議会だより

た。

委
員
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
開
催
さ
れ
る

平成8年 5月10日

優勝杯を手に堂々とした総務常任委員会

で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
新
人
議

員
の
活
躍
に
先
輩
議
員
が
刺
激

さ
れ
る
な
ど
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
一
日
を
終
え
ま

し
た
。

吉
井
町
は
、
昭
和
五
十
六
年

四
月
に
議
会
広
報
を
初
刊
行
さ

れ
て
お
り
、
非
常
に
実
績
の
あ

る
と
こ
ろ
で
す
。

発
行
部
数
は
四
千
五
百
部
で

毎
定
例
会
ご
と
年
四
回
発
行
し

て
あ
り
ま
す
。

広
報
委
員
会

行
政
視
察
報
告

特
に
目
だ
っ
た
の
は
、
請
願

.
陳
情
の
内
容
が
詳
し
く
説
明

し
て
あ
る
こ
と
と
、
事
務
棋
に
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
載
せ
て
あ
る
こ

吉井町の広報委員会と熱心に研修する本町の広報委員会(写真右)

最
近
、
環
境
問
題
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。

科
学
技
術
の
進
歩
や
人
口
の

急
増
等
に
よ
り
、
「
破
壊
が
進

む
自
然
環
境
」
「
あ
ふ
れ
る
ご

み
や
産
業
廃
棄
物
」
「
農
地
の

荒
廃
」
「
食
糧
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
偏
在
」
「
大
気
汚
染
」
な
ど

地
球
規
模
で
環
境
破
壊
が
進
み
、

環
境
保
全
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
私
達
は
何
を
な
す
べ
き
で
、

何
が
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

行
動
の
指
針
と
な
る
情
報
や
、

考
え
る
素
材
を
提
供
し
自
然
を

よ
く
知
る
こ
と
が
環
境
問
題
の

基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

常
に
地
球
規
模
で
考
え
、
自

分
を
育
ん
で
く
れ
る
地
球
の
こ

と
を
も
っ
と
知
り
、
見
つ
め
ら

れ
る
感
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
こ

の
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
〈
中
村
信
光
〉

議
会
広
報
委
員
会

委

員

長

勢

屋

康

委

員

大

森

忠

委

員

竹

井

信

委

員

中

村

信

委

員

竹

内

和

男光正勝一


